実践報告

1． 対象学年
普通科１年生


2． 実習にあたって
○　生徒の実態
１学期中の講義・実習を通して情報リテラシーとコンピュータスキルを徐々に身に付けてきている。大半の生徒は日頃，携帯電話のメールを使っており，メールには慣れているが，メールのマナーやルールについては問題意識が薄い。
○　実習環境，使用ソフト等
デスクトップPC（Windows XP Pro・Office XP・LAN＋ケーブルTVのインターネ　　　ット回線：12Mbps）40台。夏休み中に実習室の機器が更新され，２学期には１人１台の環境になった。
3． 実践内容
メールを発信する場合の注意点は教科書や学習ノートを通じて一通り学習するが，あくまでも机上での確認が主である。そのため実体験としてその知識を定着させるためにあえて問題点を含むメールを２人１組で送受信させてみた。
第１時
メールを発信する際の注意点や問題点，マナーを教科書・学習ノートを通し　　　　　て講義形式で学習させた。
第２時
電子メールの基本的な利用方法を学習させた。
第３時
問題点を含むメールを２人１組で相互に送受信させてみた。問題点はすでに講義で確認済みのものの中から２～３点を自由に選ばせ，各自の作成した自由なメールに織り込ませた。また，その問題点の指摘そのものもメールで行い，更に出題者にメールで指摘内容の評価結果も送信させた。提出物として各自が受け取った問題メール・評価メールを印刷して提出させて評価した。

4． 実践結果と考察
一部に自分の役割を受信だけだと勘違いして，時間をロスするものも見受けられたが，なんとか時間内で出題・解答（問題点の指摘）・評価を行うことができた上に問題点に対して改善方法まで記述する生徒もいた。評価は５点満点で行わせたが，平均３点とあまり高くなかった。問題点が限られていることから考えると低く感じられた。また，前回の授業で実習内容を説明し，メールの内容を考え，下書きをしてくるように指示したが，多くの生徒がその場で内容を考えていたようだ。高校生にとってメールを考えるという習慣があまりないのかも知れない。

5． 今後の課題
まず，生徒の相互評価の点数が低いのが気になった。その原因としては問題点が問題点に感じられないことが考えられる。例えば，
①宛先に何人ものアドレスを連ねてあっても，日頃から友人にメールアドレスを聞か　　　　　　　　　れれば教えてしまう生徒にとっては気にならない
②携帯電話でのメールに慣れており，署名などはなくても気にならない
③携帯電話では１行の文字数が少なく改行の必要がない
④実習室内では機種依存文字も環境が同じなので文字化けしない
⑤ブロードバンド環境により送信時間がネックにならない
などである。
①はプライバシー保護の観点から携帯電話でもの利用時にも注意を喚起する必要があり，大切である。②③は携帯電話から電子メールに入ってきた生徒達にとっては特に問題は感じられないようだったが携帯電話との対比で意識付けしたい。④に関しては実際に文字化けさせ，⑤はアナログモデムなどを使って時間がかかる演示が必要であったと思う。確かに色々な環境があることを想像して配慮するというのが根底にはあるわけで実際に見なければならないというわけではないのだが，やはり④⑤に関しては工夫すべきである。例えば，MACがあれば文字化けも見せられるし，無線のデータ通信カードを用意すれば低速度の実演は可能であろう。
　今後は携帯電話でのメールとの比較を強調し，マナーのレベルやメールの内容にも踏み込むといいのではないかと思っている。例えば，生徒に聞き取りをしたところ“メールは５分以内に返事が来るのが当然”と考える生徒が大半を占めるなどコンピュータのメールと携帯電話のメールとの捉え方は大きく異なっている。また，村上龍氏の「eメールの達人になる」（集英社新書）などは是非一読させたい本である。

